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号。 1パス、 2パスと 6パスの信号が示されている。


































標とした 154GHzの発娠管の開発を行い、 1MWで、の秒レベノレ発振を確認した。 LHD鶏食では、 77GHz管を含む
4本合わせて、 4.生酬のパワーをフ。ラズ、マに入射し、より高密度での高電子温度を達成し、 LHDプラズ、マの







































図1にG助制AlOトムソン散乱計測システム欄各図を示す。高出力のYAGレーザー (1064nrn， 2 J/pu1se) 
をプラス〉に入射し、 900 散乱光を集光ミラー (φ600rnrn， Rニ 1200悶)で集光し、光ファイバーバンド








































Raman scattering experiments 
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優れたPhaseLocked Dielectric Resonator Osci llator (PLDRO) 15.0GHz、Temperature-CompensatedCrystal 
Oscillator (TCXO) 37.5/300 聞zをそれぞれミリ波源、 IF信号源とするヘテロダイン型干渉計である。 15.0
GHz帯の信号は、増幅後lこ1ici差された後、アクティブな逓倍器で60.0GHz帯のプローブ信号となる。これを
HMAで参照波とともに受信し、 7チャンネルの位相検出回路で位相検波する。 GAl協仏 10でこれまで使用して
きた位相検波回路は、 lチャンネノレ当たり 20x 10x 3 cmであるところ、今回使用した位相検出回路は、 7.5
















7lz(P) = Rzーはが冗g叫 -1(0.)十ん(p)丸山玄(0)+ RZ-l (p)nen.z十1(0) (1) 
RZ-l (P) 内殻からの詔Itによる効果の係数





社z(戸)= Rz(p)n♂示。i) (2) 
放射遷移確率カ汁一分小さいような状態(準安定状態)では、ポヒ。ュレーションの緩和時間が非常に長くなって




GA~品仏 10 の紫外・可視分光測定システムは、 200~670 nmの波長領域の発光を測定できる。プラズマから
放射された光は、 2枚の集光レンズによって40本の光ファイパーへ集光され、光ファイバーを通して分光器
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28 GHz/35 GHzの2周波数動作が可能なジャイロトロンの開発を進めている。 2012年度においては、空胴発
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20 mm 程度シフトすることが分かつt~ また、アン
テナ位置dが大きいときにプラズ、マ端部を加熱して
いる計算結果が得られた。実験では、軟X粥鍍径 図 3 トモグラフィー解析により算出した














































































































Puffer Z = + 11.6cm 
z=・14‘5cm
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ちθ'1 Case 2 Case :3





















































は 10，000fps (320 pixel x 240pixel) ~40， 000 fps 
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ルーは， SUS製の断面50X48cm 長さ 70cmの直方体の
容器で，前方にある (t20 cmの円形ポートから，端鎮失プ
ラズマ流が導入される。容器内部には， V字形の2枚の
タング、ステン製ター ゲ、ツト(30cm X 35 cm)が設置されてお
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